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下水道

管路埋戻材としてクリンカアッシュを用いた液状化対策工法

【背景】
日本の都市は河川下流の氾濫原、火山性の台地等に多く、震災
時に下水管路の液状化を経験している。そのため災害時の輸送
路確保や業務継続の観点からも管路等の液状化対策が求めら
れている。

【問題点】
開削工事で湧水がある場合、管路布設後の液状化対策（添付資
料①参照）が求められるが、交通解放、即日復旧が求められる
下水道工事において、施工手間の観点から不利である。
また下水道工事の主要材料として用いられる塩ビ管は、割れや
すく管頂から30ｃｍの範囲では最大粒形20ｍｍ以下（添付資料
②）と指定されている。

【要望】
クリンカアッシュ（添付資料③）を用いると、施工性、粒径、液状
化対策の観点から有利であるため、クリンカアッシュを用いた液
状化対策工法を開発してほしい。

①液状化対策工法一覧
②塩ビ管道路埋設指針
③クリンカアッシュの特性（論文引用）
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クリンカアッシュの特性
（第12回地盤改良シンポジウム論文集「締固めたクリンカアッシュの動的せん断特性」より引用）

・締固め試験より･･･含水比に関わらず、ほぼ一定の乾燥密度を得ることができることから、締固め時の
　　　　　　　　　　　　　施工管理がしやすい

・非排水繰返し三軸試験より･･･残留過剰間隙水圧比から完全液状化に至りにくい

添付資料③


